
　

兵
庫
ダ
ン
プ
支
部
で
は
昨
年
２

月
か
ら
ネ
ク
ス
コ
西
日
本
発
注
の

現
場
で
ダ
ン
プ
の
単
価
引
き
上
げ

の
闘
い
の
取
り
組
み
を
す
す
め
、

宣
伝
行
動
や
交
渉
を
積
み
重
ね
た

結
果
、
ダ
ン
プ
の
常
用
単
価
３
万

４
千
円
か
ら
４
万
円
で
の
就
労
を

実
現
し
ま
し
た
。

　

ネ
ク
ス
コ
西
日
本
の
発
注
工
事

で
は
、
以
前
か
ら
国
交
省
と
比
較

す
る
と
２
〜
３
割
工
事
単
価
が
安

く
、
長
年
ダ
ン
プ
の
低
単
価
を
生

み
出
す
原
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

時
に
は
関
西
ダ
ン
プ
支
部
と
共
同

で
「
低
単
価
は
過
積
載
や
深
刻
な

交
通
事
故
・
大
災
害
を
引
き
起
こ

す
要
因
に
な
る
」
と
宣
伝
ビ
ラ
を

作
成
し
、
ネ
ク
ス
コ
に
対
す
る
要

請
行
動
や
警
告
す
る
街
頭
で
の
宣

伝
行
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
秋
に
は
日
本
共
産
党
の
国

会
議
員
団
・
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
事
務

所
に
も
相
談
し
、
近
畿
地
方
整
備

局
に
対
し
て
ネ
ク
ス
コ
へ
の
指
導

改
善
の
申
し
入
れ
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
穀
田
恵
二
衆
院
議

員
事
務
所
と
も
連
携
し
て
、
国
交

省
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
お
こ
な
い
、

ネ
ク
ス
コ
発
注
工
事
は
公
共
工
事

で
あ
り
、
下
請
や
ダ
ン
プ
の
単
価

が
適
正
支
払
わ
れ
る
よ
う
国
の
指

導
責
任
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

や
が
て
９
月
以
降
、
ネ
ク
ス
コ

西
日
本
が
発
注
し
て
い
る
「
新
名

神
高
速
道
路
工
事
」
の
現
場
で
働

く
ダ
ン
プ
の
常
用
単
価
は
３
万
４

千
円
か
ら
３
万
６
千
円
に
な
り
、

４
万
円
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
１
日
あ
た
り
６
千
円
、
１
ヶ

月
に
す
る
と
１５
万
円
の
賃
上
げ
を

実
現
し
た
計
算
に
な
り
ま
す
。

同
支
部
で
は
引
き
続
き
常
用
単
価

５
万
円
以
上
の
実
現
を
目
指
し
て

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
も

政
策
的
に
建
設
業
界
全
体
の
底
上

げ
（
設
計
単
価
の
引
き
上
げ
）
を

掲
げ
て
、
建
設
業
界
と
の
一
致
点

で
の
共
同
も
追
求
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
兵
庫
ダ
ン
プ
支
部
で
は
、

闘
い
の
成
果
を
組
織
拡
大
に
も
活

か
す
構
え
で
す
。
仕
事
確
保
と
単

価
ア
ッ
プ
を
結
合
さ
せ
て
、
組
合

員
拡
大
を
進
め
た
結
果
、
一
昨
年

の
大
会
か
ら
昨
年
の
大
会
ま
で
に

約
３０
名
の
純
増
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
重
点
地
域
「
阪
神
・

神
戸
西
地
区
・
但
馬
・
鳥
取
県
・

西
播
磨
・
和
歌
山
県
・
丹
波
」
を

設
定
し
、
二
〇
一
四
年
９
月
末
に

開
催
予
定
の
大
会
ま
で
に
６０
名
純

増
の
拡
大
目
標
を
掲
げ
て
奮
闘
す

る
決
意
で
す
。

　

３
月
２
日
（
日
）
ト
ラ
ッ
ク
部

会
、
タ
ク
シ
ー
労
働
組
合
（
自
交

総
連
）、
港
湾
労
働
組
合
な
ど
で
つ

く
る
神
奈
川
交
運
共
闘
会
議
が
開

催
し
た
二
〇
一
四
年
国
民
春
闘
に

決
起
す
る
自
動
車
パ
レ
ー
ド
に
神

奈
川
ダ
ン
プ
支
部
か
ら
６
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
り
し
き
る
朝
、
ダ
ン

プ
を
含
め
合
計
５３
台
の
車
両
と
７６

名
の
仲
間
が
、
横
浜
市
山
下
埠
頭

に
結
集
し
て
、
決
起
集
会
を
開
催

し
、
各
団
体
か
ら
「
今
春
闘
で
か

な
ら
ず
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
集

会
後
、
横
浜
市
内
を
車
両
パ
レ
ー

ド
が
ス
タ
ー
ト
。
山
下
埠
頭
を
出

て
、
市
民
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う

日
曜
日
の
「
み
な
と
み
ら
い
地
区
」

を
通
過
し
、「
大
幅
賃
上
げ
、
雇
用

の
改
善
、
労
働
法
制
改
悪
阻
止
」

な
ど
の
労
働
者
の
要
求
を
は
じ
め
、

中
小
企
業
の
経
営
環
境
改
善
や
消

費
税
増
税
中
止
、
原
発
か
ら
の
撤

退
な
ど
、
二
〇
一
四
年
春
闘
を
大

き
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

３
月
９
日
（
日
）、
兵
庫
県
本
部

主
催
の
二
〇
一
四
年
春
闘
決
起
集

会
＆
ト
ラ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
に
兵
庫

ダ
ン
プ
支
部
か
ら
ダ
ン
プ
１３
台
、

１７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ

ク
パ
レ
ー
ド
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
か
ら
新
港
４
突
堤
、
新
港
１

突
堤
を
通
過
、
中
突
堤
で
折
り
返

し
、
関
西
電
力
神
戸
支
店
前
か
ら

神
戸
市
役
所
か
ら
三
宮
交
差
点
を

通
過
し
大
い
に
市
民
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
集
会
全
体
の
参
加
は
、

約
一
二
二
名
、
車
両
６２
台
で
し
た
。

　

西
九
州
ダ
ン
プ
支
部
は
、
２
月

１５
日
（
土
）
、
佐
賀
県
佐
賀
市
内
で

第
１１
回
定
期
大
会
・
第
１４
回
安
全

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
役
員
・
代
議
員
１４

名
（
組
合
員
１５
名
に
対
し
１
名
）

と
、
来
賓
３
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
「
運
動
の
総
括
と

方
針
」
、
第
２
号
議
案
「
決
算
、

会
計
監
査
報
告
」
、
第
３
号
議
案

「
予
算
」
な
ど
の
各
議
案
が
提
案

さ
れ
討
議
の
結
果
、
代
議
員
全
員

の
賛
成
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
昨
年
４
月
と
今
年

２
月
に
公
共
工
事
労
務
単
価
の
引

き
上
げ
の
意
義
に
つ
い
て
詳
し
く

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
討
論
で
は
「
い

ろ
い
ろ
な
単
価
が
言
わ
れ
て
い
る

が
、
実
際
に
支
払
わ
れ
て
い
る
の

は
３
万
６
千
円
前
後
が
多
数
で
あ

る
」
と
の
認
識
で
全
員
が
一
致
し

ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
１
月
か
ら
記
帳
の
義

務
化
に
あ
た
り
、
所
得
税
の
申
告

に
関
わ
っ
て
「
記
帳
集
計
表
」
や

支
部
の
援
助
制
度
に
つ
い
て
、
執

行
部
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
い

く
つ
か
の
質
疑
応
答
の
後
、
全
代

議
員
の
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。 単価改善に向けて支部大会で討議した西九州ダンプの仲間たち（2月15日佐賀市内）

県本部主催の春闘決起集会に参加した兵庫ダンプ支部の仲間たち（3月9日神戸市内）

小雨の中、車両パレードに参加した神奈川ダンプ支部の仲間たち（3月2日横浜市内）

粘り強く闘えば
　要求は実現できる

ネ
ク
ス
コ
発
注
工
事
で

　

単
価
引
き
上
げ
を
実
現

車
両
パ
レ
ー
ド
に
参
加

　

二
〇
一
四
春
闘
ア
ピ
ー
ル

兵 庫 ダ ン プ

神奈川ダンプ

二
〇
一
四
春
闘
決
起
へ

　
　

車
両
パ
レ
ー
ド
に
参
加
兵庫ダンプ

使
用
促
進
・
税
金
相
談

　

要
求
に
応
え
る
組
織
へ
西九州ダンプ

闘
い
の
成
果
を
活
か
し

　

拡
大
目
標
60
名
純
増
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